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Yamaguti(1939)14)は京都市近郊で捕獲したテンの小腸に小型吸虫の寄生を認め,その虫体を Eur-

ytrematenと命名したが,後に Travassos(1944)は E.tenを Concinnum 属に移し,Yamagutiも

それを承認した.これがそもそも Concinnumtenの由来である.中松ら8)は,1964年,中国地方で捕

獲したタヌキの搾管に C.tenを検出したが,これは本邦のタヌキに C.tenを発見した最初の報告で

ある.その後,タヌキ以外にもテン11), アナグマ10),イタチ3)など我が国の野生食肉目動物に C.ten

の寄生を認めた報告が出ている.本学では,かねてより宮崎県下に生息するタヌキを検索し,C.ten

の高率寄生を認めたことから,県下では相当濃厚に C.tenが浸淫するものと推測していた.宮崎県

は地勢上,山地が広 く,それに伴い野獣の生息が多い.そのため,本学ではタヌキ以外にも野生食肉

目としてテン,イタチ,アナグマ,キツネの相当数を検索する機会にめぐまれ,C.tenの寄生状況を

調査することができたので,以下にその成績を報告する.

材 料 と 方 法

供試動物はタヌキ (Nyctereutesprocyonoides)72例,テン (Martesmelampus)64例,イタチ12例

(タイリクイタチ Mustelasl'btricall例,チョウセソイタチ M.S.coreacal例),アナグマ (ニッポ

ンアナグマ Melesmelesanakuma)8例,キツネ (ホン ドギツネ VTulpesvulpesjaPontcus)8例である.

これらの動物は昭和44年 4月10日から昭和51年 1月24日までの間に,狩猟者等により捕獲されたもの

であ り,その内臓を本学で貰い受けた.

剖検に際しては,肝臓の外景を肉眼観察の後,タヌキ ･テン ･アナグマ ･キツネでは聯管を切開し

て寄生虫の有無を検索.イタチでは搾左葉と障右葉の先端近 くを切断して十二指腸の肝管開口部から

生理食塩水を注入,断端から流出する生食水中の虫体の有無を検索した･寄生を認めたものについて

は採取虫体の一部を圧屈して Alum carmine染色4)を施し形態観察を行った･一方,虫体の寄生する

肝臓は10%ホルマ リン液で固定の後,法に従ってパラフィン切片を作 り,H･E 染色及び Azan染色

を施して組織所見の観察に供した.

結 果 及 び 考 察

検索結果を各供試動物種ごとに述べると以下のとお りである｡
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(1) タヌキ

昭和44･45年に捕獲された3例の全例,昭和46-48年に描獲された16例中12例,昭和49年度猟期内

に捕獲された51例中31例のそれぞれに C.tenの寄生を認めたが,これらについては既に報告ずみで

ある1･5･6).その後のデータとして,昭和50年度猟期内に描獲された2例中1例の聯管内に C.tenの寄

生を認めた.以上を合計すると72例中47例に寄生を認めたこととな り,65.3%の高い寄生率である.

なお,これら供試タヌキの描獲地は県内各地にわたっている.

(2) テ ン

昭和49年度及び50年度猟期に県内で捕獲された64頭 (No.1-No.64の一連番号を付す)を剖検.そ

のうち,死後変化の激しい3例を除く61例の搾管に小型吸虫の寄生を認めた.これは実に98.4%とい

う高い寄生率である.

64頭中13例について,虫体の圧扇標本から無作意的に数匹ずつを選んで体長 ･体幅を測定し,それ

ぞれの最大値と最小値の範囲を示すと次のとおりである.すなわち,No.1:3.47-4.17×0.97-1.39

(単位は mm,以下同じ),No.ll:2.33-3.47×0.78-1.22,No.23:2.64-3.61×0.78-1.00,No.

25:2.28-3.00×1.ll-1.39,No.31:1.81-2.44×0.83-1.ll,No.34:2.00-2.11×0.67-0.83,

No.36:1.39-2.05×0.75-1.00,No.37:1.37-1.58×0.81-1.ll,No.40:1.33-2.69×0.72-1.

50,No.54:1.22-2.75×0.78-1.19,No.55:1.31-1.89×0.58-0.89,No.58:1.ll-1.67×0.64

-0.89,No.62:1.78-1.86×0.61-0.83.これらは単に体長 ･体幅のみのデータであ り,種の同定

を云々することはできないが,ただこれだけの測定値からみても,一部 (N0.1など)には既に報告

されでいる C.tenの計測値より大きいものが含まれている.従って採取虫体には i)C.tenである

ことが確実と認められるもの,ii)C.tenの成熟度の高いものと思われる虫体,iii)C.ten とは異な

る種類 (新種?)と考えられるもの,などが含まれており,目下,専門家に依頼して検索中である.

テンにおける寄生鰐の肉眼的特徴は,多数の虫体が聯管内に充満するため暗紅色を呈し,障外表か

ら障管の走行が明視できることである.また12例については小型吸虫とともに Tetragomphiussp.の

混合寄生を認めたが,それについては芦沢らにより報告されている2).

(3) イタチ

供試イタチは昭和49年12月～51年 1月の間に描獲された12例で,その捕獲地は東諸県郡綾町(8例)

･国富町 (1例),西都市近郊 (2例), 児湯郡新富町 (1例)である. これら12例中7例 (58.3%)

の肝臓に C.tenの寄生を認めた. ただし7例とも寄生数は少なく, また虫体のなかには未成熟なも

のがかなり含まれていた.

無作意的に4例の障管から採取した虫体のうち,子宮内に虫卵を保有するもの18匹について形態学

的観察を行った結果, 虫射 土崩平な紡錐形を呈し, 体長は 0･78-1･42mm (平均 1･05mm),体幅は

0.46-0.63mm (0.55mm).口吸盤の長径は 0.ll-0.17mm(0.14mm),腹吸盤の長径は 0･17-0･24mm

(0.22mm)で常に前者よりも大きい(1.25-1.82倍).食道に続く腸は体の両側を後走し,体の後方 1/3

-1/4で盲管に終る.精巣は球形または楕円形を呈し,分葉状を呈きない･ブ ドウ房状の卵黄腺は体

の中央 (赤道), あるいはそれより後方またはやや前方に位置する･以上の所見から, 採取虫体は

Yamaguti14),中松ら8),村上ら5),野坂ら9)が Conci-umien と同定したものと同種であると判定さ

れた.

C.tenの寄生するイタチの肝臓 7例では,いずれも肉眼上の変化は認められず,鏡検上,障管粘膜

の軽度増殖と粘膜固有層におけるプラスマ紳胞 ･リンパ球の軽度浸潤,粘膜下織と肝管周囲部の結合

織の軽度増生が見られたに過ぎない･

(4) アナ グマ
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昭和49年12月～51年 1月の間に,東諸県郡綾町 (4例)･国富町 (1例),西臼杵郡日の影町 (2例),

児湯郡西米良村 (1例)で捕獲された計8例を観察したが,肝臓にC.tenの寄生は認めなかった(全例

の障管内に Tetragomphius属の線虫の寄生を認めたが,それについては薄井らが報告している12-13))･

(5) キツネ

昭和49年12月～51年 1月の間に, 西諸県郡野尻町 (4例),小林市近郊 (3例)及びえびの市近郊

(1例)で捕獲された計 8例を検索の結果,C.tenの寄生は認めなかった･

ところで Concinnumtenはテンの小腸 (京都市近郊)14)･障管 (京都)ll), タヌキの聯管 (中国山

系8),宮崎県1,5J6),京都11))･十二指腸 (岡山県南部)7)･胆管 (岡山県南部)7),アナグマの鮮管 (広島

県)10), イタチの障管 (大分県)3)などに寄生することが明らかにされている･今回の検索では72例中

47例のタヌキおよび12例中7例のイタチの障管内に C.ienの寄生を認めた. また64例中61例のテン

では障管内に小型の吸虫が検出されたが,その中には C.tenが相当数含まれると思われる･一万, 8

例のアナグマと8例のキツネではその寄生は認めなかった.これらのアナグマやキツネが捕獲された

地域に生息するタヌキでは C.ienの寄生が証明されている6)･アナグマほイタチやテンと同じく食肉

目イタチ科に,またキツネはタヌキと同じ食肉目イヌ科に属している･またアナグマとタヌキの生活

環境や食性はよく類似している.このように動物分類学上,同一科に属していながら,あるいは生活

環境や食性が煩似しているにもかかわらず,C.tenの寄生する動物種と寄生しない動物種があること

は興味深い点である.Euryirema属とは近縁関係にある Concinnum属であるから, 中間宿主として

はカタツムリ煩 (第一中間宿主)や昆虫類 (第二中間宿主)が疑われるが,本虫の発育史は現在のと

ころ全 く不明である.C.ienの寄生する食肉目と寄生しない食肉目があることは,結局,それぞれの

動物種と中間宿主との対応関係が一様でないことを示すものであろう･

要 約

昭和44年 4月から51年 1月までの間に宮崎県内各地で捕獲された食肉目動物の肝臓を検索した･

タヌキでは72例中47例 (65.3%)に Concinnumtenの寄生を認めた･捕獲地は県下全般にわた り･

その寄生率に地域差は見られない･

テンでは64例中61例 (98.4%)の肝管に小型吸虫の寄生を認めた･しかし,その虫体には形態学的

な変異が見られ,虫種は末だ同定されないが,C･tenも含まれると思われる･

ィタチでは12例中7例の肝管に C.ienの寄生が認められた･ただし寄生肝の病理学的変化は軽微

であった.

アナグマ8例とキツネ8例では C.tenの寄生は見られなかった･

終 りに,供試材料を提供された川越幸嘉,古藤 功の両氏に厚くお礼申し上げる･
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Summary

Pancreasofsomewi1d carnivorousanimalscaptured invariousdistrictsofMiyazaki

Prefecturefrom April,1969toJanuary,1976wereexamined.

Intheraccoondog (Nyctereutesprocyonol'des),47outof72animals,65.3%,were

infectedwithConcinnum ten･Therateofitsparasitism showednoregionaldifference.

Sixty-oneof64martens(Mariesmelampus),98.4%,wereinfectedwithsmall且ukes

intheirpancreaticducts･Buttheflukesshowedsomemorphologicalvarieties,andtheir

speciesareunknownyet.

Seven outof12yellow weasels(llMustelasibirica and oneM.S.coreana)were

infectedwithC･tenandtheirinfectedpancreasshowedonlyslightpathologicalchanges.

C.tenwasnotfoundinthepancreasof8Japanesebadgers(Melesmelesanakuma)

and8redfoxes(VulPesvulpesJaponicus).


